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本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「次世代火力発電等技術開発／次世代火力発電基盤技術開発（１）（５）・ＣＯ２

回収型クローズドＩＧＣＣ技術開発」（中間評価）の研究評価委員会分科会（平成２９年  

１０月２日）及び現地調査会（平成２９年８月２４日 於 三菱重工業株式会社 総合研究

所（長崎） １０会議室）において策定した評価報告書（案）の概要であり、ＮＥＤＯ技術

委員・技術委員会等規程第３３条の規定に基づき、第５４回研究評価委員会（平成２９年  

１２月１３日）にて、その評価結果について報告するものである。 
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「次世代火力発電等技術開発／次世代火力発電基盤技術開発 

（１）（５）・ＣＯ２回収型クローズドＩＧＣＣ技術開発」（中間評価） 

評価概要（案） 

 

１．総合評価 

 我が国のエネルギー安全保障の観点から、多様な一次エネルギーに依存せざるを得ない現

状では、世界最先端の火力発電技術を継続的に維持していくことは不可欠である。特に石炭

火力発電技術についても、世界のトップランナーを走ることにより、国内のみならず石炭に

依存している開発途上国への技術移転等によりグローバルな二酸化炭素排出削減に貢献す

ることは重要である。 

本事業の目標は、わが国のエネルギー供給のロードマップと世界的な趨勢を考慮したもの

となっており、市場調査などを通じて技術の優位性を確保できるよう設定されている。実施

体制については、当該技術について十分な知見を有する構成員による体制が組まれており適

切と考えられる。成果については、中間目標をおおむね順調にクリアできる見込みが得られ

ており、また最終目標についても達成が期待できる。 

次フェーズに向けては、産炭国でニーズの高い原料ガス生成への展開も視野に入れた、低

コスト・高効率設備の開発も盛り込んだ波及効果が高い計画を作成することが望まれる。ま

た、若手研究者や技術者を本研究開発に参加させて、人材育成していくことも必要である。

かつ、CO2 の有効利用技術など CCS 以外の技術展開を視野に入れた検討も進めていただ

き、より確実に実用化を推進していただきたい。 

 

２．各論 

２．１ 事業の位置付け・必要性について 

我が国のエネルギー安全保障の観点から、多様な一次エネルギーに依存せざるを得ない現

状では、世界最先端の火力発電技術を継続的に維持していくことは不可欠である。特に、温

室効果ガス排出量が多いことから批判の高い石炭火力発電技術についても、世界のトップラ

ンナーを走ることにより、国内のみならず石炭に依存している開発途上国への技術移転等に

より、グローバルな二酸化炭素排出削減に貢献することは重要である。本事業は、石炭を利

用しつつ二酸化炭素の大気排出を減らすための分離を行うことができるエネルギー転換技

術の開発を目指すものであり、我が国の目指す方向と合致している。支援額も、技術開発に

よって将来期待できる燃料費節約効果との比較において適切と言える。また、本事業は研究

開発から実用化、導入・普及まで長期間を要するとともに、高い技術的難易度が求められる

ことから、民間企業のみでの取組みには限界があり、NEDO の事業として実施する必要性

は高い。 
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２．２ 研究開発マネジメントについて 

 研究開発目標は、我が国の火力発電のロードマップ、市場規模の見通し及び海外の競合技

術に対する優位性を勘案し、戦略的かつ適切に設定されている。新規技術に求められる要素

技術が適切に選択されており、実施にあたっては、各事業者が所有するガス化設備を有効活

用し、スケールアップに向けた基礎データを取得するための速やかな計画となっている。実

施体制については、主要なメーカー、研究機関、大学で構成されており、役割分担が詳細か

つ明確となっており、適切な管理のもと、研究開発が予定通り進捗している。知財戦略は、

知財確保が有利な技術について明確に定め、出願・権利化を進める方針であり、評価できる。 

一方、現在主な目標が送電端効率となっているが、ある程度の目途が立った後は、連続運

転等の信頼性、設備コスト、炭種適合性などを目標に加味することが望ましい。 

次フェーズに向けて、現時点でも産炭国でニーズの高い原料ガス生成への展開も視野に入

れた低コスト・高効率石炭ガス化設備の開発も盛り込むこと、また、ユーザーが関与する体

制を構築することが望ましい。さらに、発電関連エネルギー技術は、大規模なものであると

ともに長期の試験により運転安定性を確認することが要求される性質のものであるため、長

期的視野を持って技術の確立と国際競争力の確保を目指してもらいたい。 

 

２．３ 研究開発成果について 

 難易度の高い技術開発でありながら全般に中間目標を達成しており、また、最終目標も達

成する見込みが得られている。さらに、開発技術はいずれも従来方式とは異なる新しい技術

であり、既存設備への部分適用など様々な波及効果も含め今後の成果が期待される。 

一方、全体的に主要目的の実証試験を実施するための設備改造計画が中心となっており、

定量的な目標はあまり設定されていない。本格的な実証試験が開始されれば、種々のトラブ

ルも想定されるので、速やかに試運転から本格運転が実施できる準備とモデル解析に必要な

条件設定や基礎的なラボ試験による課題抽出に努力して頂きたい。また、化学燃焼について

は、実験データの解釈や実用化に向けた設計方針の立案についてまだ不十分なところも見受

けられるため、データ解釈の精緻化と実用的な設計提案の立案についてより深く検討してい

ただきたい。 

今後、最終目標の達成に向けては課題も残されており、引き続きメーカー、研究機関、大

学それぞれの役割分担を明確にするとともに、適材適所で研究開発を進めていただきたい。 

 

２．４ 成果の実用化に向けた取組及び見通しについて 

 本事業の対象とする 3 つの研究開発テーマにおいて、それぞれ技術開発の段階に応じて

実用化に対する戦略が定められているとともに、それぞれの発展段階に応じて実用化の考え

方及び中間的なマイルストーンが明示されている。また、実用化の際の展開として、電力関

係ならびに電力事業以外の適用も考慮されており、市場の把握が適切になされていると考え

られる。 

一方、次世代ガス化と化学燃焼については情報発信が少ないように思われる。本技術の先

進性・有効性について社会的認知を得るとともに、市場開拓に向けて積極的な情報発信をす
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べきである。また、積極的に CO2 の利活用を拡大できる技術開発を手掛けられることを望

む。 

今後、化学燃焼はクローズド IGCC とは異なるタイプの CO2 回収型ガス化技術として、

スケールアップ及び最適設計に向けた継続的な研究開発が必要である。IGCC や CCS とし

ての実用化のみならず、多炭種に対応できる高効率ガス製造技術としての展開も、今後のマ

イルストーンに盛り込むことを検討されたい。また、社会的に実用化時期が見通せない技術

でもあることから、できるだけ若手の研究者を参画させ人材育成を図ることを期待する。 
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評点結果〔プロジェクト全体〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 2.8 A A A A B A 

２．研究開発マネジメントについて 2.7 A B A A B A 

３．研究開発成果について 2.5 B B A A A B 

４．成果の実用化に向けた取組及び見通しについて 1.8 B B B B C B 

（注）素点：各委員の評価。平均値は A=3、B=2、C=1、D=0として事務局が 

数値に換算し算出。 

〈判定基準〉 

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 

・非常に重要          →A 

・重要             →B 

・概ね妥当           →C 

・妥当性がない、又は失われた  →D 

・非常によい         →A 

・よい            →B 

・概ね妥当          →C 

・妥当とはいえない      →D 

 

２．研究開発マネジメントについて 

 

４．成果の実用化に向けた取組及び見

通しについて 

・非常によい          →A 

・よい             →B 

・概ね適切           →C 

・適切とはいえない       →D 

・明確            →A 

・妥当            →B 

・概ね妥当          →C 

・見通しが不明        →D 

 

1.8 

2.5 

2.7 

2.8 

0.0 1.0 2.0 3.0

４．成果の実用化に向けた

取組及び見通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性



研究評価委員会「次世代火力発電等技術開発／次世代火力発電基盤技術開発（１）（５）・

ＣＯ２回収型クローズドＩＧＣＣ技術開発」（中間評価）分科会

日時：平成２９年１０月２日（月）９：３０～１７：１５

場所：世界貿易センタービル３階 Room A

議事次第

【公開セッション】 

１．開会、資料の確認 9:30～9:35 （5 分） 

２．分科会の設置について 9:35～9:40 （5 分） 

３．分科会の公開について 9:40～9:45 （5 分） 

４．評価の実施方法について 9:45～10:00  （15 分） 

５．プロジェクトの概要説明 

5.1  事業位置付け・必要性、研究開発マネジメント 10:00～10:10 （10 分） 

5.2  研究開発成果、成果の実用化に向けた取組及び見通し 10:10～10:40 （30 分） 

5.3 質疑応答 10:40～11:00 （20 分） 

［入替 5分］ 

【非公開セッション】 

６．プロジェクトの詳細説明 

6.1  次世代火力発電基盤技術開発（5）CO2 分離型化学燃焼石炭利用 

[説明 45分、質疑応答 30 分] 11:05～12:20 (75 分) 

休憩（昼食） 12:20～13:10 （50 分) 

6.2  CO2 回収型クローズド IGCC（ガス化関連） 

[説明 25 分、質疑応答 14分] 13:10～13:49 (39 分) 

6.3 CO2 回収型クローズド IGCC（ガス精製関連） 

[説明 15 分、質疑応答 12 分] 13:49～14:16 (27 分) 

6.4  CO2 回収型クローズド IGCC（GT 燃焼関連） 

[説明 10 分、質疑応答 10 分] 14:16～14:36 (20 分) 

休憩 14:36～14:48 （12 分） 

6.5  CO2 回収型クローズド IGCC（全体システム） 

[説明 10分、質疑応答 8分、入替 2分] 14:48～15:08 (20 分) 

6.6  次世代火力発電基盤技術開発（1）次世代ガス化システム 

[説明 30分、質疑応答 12 分] 15:08～15:50 (42 分) 

休憩 15:50～16:02 （12 分) 

1
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6.7  CO2 回収型クローズド IGCC と次世代ガス化システムの統合について 

[説明 15 分、質疑応答 10 分、入替 2分] 16:02～16:29 (27 分) 

７．全体を通しての質疑 16:29～16:45 (16 分) 

［入替 5分］ 

【公開セッション】 

８．まとめ・講評  16:50～17:10  (20 分) 

９．今後の予定 17:10～17:15 (5 分) 

１０．閉会 
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※1　経済産業省にて実施したプロジェクトでH28年度からNEDOへ移管
※2　NEDOゼロエミッション石炭火力技術開発プロジェクトにて実施
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CO2回収型クローズドIGCC技術開発
次世火力発電基盤技術開発(1)次世代ガス化システム技術開発
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C + H2O → CO + H2

CO + H2 + 2MOX→ 2MOX-1 + H2O + CO2

C + 2MOX→ 2MOX-1 + CO2

(AR) 

2MOX-1 + Air (O2) → 2MOX (
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